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l．はじめに

岐阜県博物館では，1987年の帰化生物特別展を機会に岐阜県帰化植物目録を発行した。記録され

た帰化植物は214種1）であった。その後，新たに県内帰化が認められた標本及び，県内産地追加標本

を収蔵したので　岐阜県帰化植物目録追補として報告する。報告するに当り，西濃地区の標本を送

っていただいた広田艶子氏に感謝の意を表す。

2．新確認種

Cr勿あわCめγum L．

ヤネタビラコ　（キク科）

高山市松倉町，’88・7・7，長瀬

Hibtscus trionum L．

キンセイカ　（アオイ科）

高山市生井町，’87・10・5，長瀬

L¢sana humilts（THUNB．）MAKINO mtr01hagia nanteuiliiPALL・etMEY

ナタネタビラコ　（キク科）

益田郡金山町，’89・7・4，二村

lhrbesina allem的Ih（し．）BRIT．

ハチミツソウ　（キク科）

岐阜市長森，’87・8・6，安藤

Ludu庖id dbcuγrenSWALT．

アメリカミズキンバイ　（アカバナ科）

美濃加茂市山手町，’88・9・1，安藤

イヌコモチナデシコ　（ナデシコ科）

海津郡海津町，，88・5・12，安藤

Fizgゆrum qmOSum MEISN．

シャチクリソバ　（タデ科）

関市下白金，’88・11・3，安藤

Aira e嬢ans WILLD．

ハナヌカススキ　（イネ科）

羽島郡笠松町，’88・5・11，宮崎

上記8種を加えると県内帰化植物は222種となる。まな岐阜県帰化植物目録の中で　ヒメオドリ

コソウの一種は，キレハヒメオドリコソウであったので付記する。

3．産地追加種

Asteγpilosts WILLD．

キダチコンギク　（キク科）

揖斐郡池田町，’87・10・18，広田

大垣市赤坂町，’87・10・13，広田

不破郡垂井町，’87・10・14，広田

Galinsoga cilhh（RAF．）BLAKE．

ハキダメギク　（キク科）

Pomoea coccinea L．

マルバアサガオ　（ヒルガオ科）

美濃加茂市山手町，’88・9・24，安藤

郡上郡白鳥町，’88・10・2，粥川

Ammannわcoccinea ROTTB．

ホソバヒメミゾハギ　（ミゾハギ科）

関市小屋名，’88・10・2，後藤

益田郡下呂町，’88・10・9，二村　　　　　　ThhzやiarVenSe L．

LactuCa SCahoh L．

トゲチシャ　（キク科）

岐阜市薮田，，88・8・12，安藤

Xanthiumihlicum MORETTI．

イガオナモミ　（キク科）

安八郡神戸町，’87・8・25，広田

グンバイナズナ　（アブラナ科）

高山市西之一色町，’88・6・15，長瀬

統帥Onarわq伊cina硫し．

サボンソウ　（ナデシコ科）

郡上郡白鳥町，’88・10・2，粥川

＊高山市西之一色町3丁目　＊＊益田郡下呂町森876－1　下呂営林署
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4．キダチコンギク・トゲチシャの分布について

（l）キダチコンギクの分布

チダチコンギクは，朝鮮動乱（1950－1953）の頃，国連軍の軍需物質とともに帰化2）したといわれ

ている。県内では1960年代に各務原市で確認され，その後，美濃地方を中心に分布を広げてきた。

1986年，著者らの調査により岐阜県内の分布状況3）をまとめた。その結果，セイタカアワダチソウと

よく似た分布をしていることが明らかになった。現在のところ，北は益田郡下呂町まで分布を広げ

ている。西濃では，垂井町より西には侵入が認められていない。

（2）トゲチシャの分布

1984年に高山市1）で確認され，その後高山市内で分布を広げている。1988年に岐阜市薮田，国道21

号線バイパス沿いに確認する。かなり広がって，群落を形成している。1986年には確認されていな

い。今後さらに分布を広げるものと予想される。
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写真1　ヤネタビラコ　　　　　　　　写真2　ナタネタビラコ
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写真4　アメI）カミズキンバイ 写真5　イヌコモチナテンコ

写真3　ハチミツソウ

写真6　ハナヌカススキ


